
 

 

令和○年○月○日 

 

○○○○株式会社 御中 
 

 

見積依頼書 
 

社会福祉法人○○○○ 

○○○部○○○課 

氏名 ○○ ○○ 

 

 

１． 工事名称   ＬＰガス災害バルク等設置工事（於：○○○） 

 

 

２． 実施場所   ○○県○○市○○区○町○丁目○－○他 

 

 

３． 工事期間   着工予定   令和〇年○月上旬 

            完成予定   令和〇年○月中旬 

 

 

４． 工事範囲   当社が、別紙により指示した範囲とします。 

 

 

５． 見積内容   見積項目は「設備費」と「設置工事費」に分類すること。また、その中で「補助対象」

と「補助対象外」が分かるように明記すること。 

① 設備費とは、補助対象となるＬＰガス災害バルク一式、非常用発電機、GHP

および燃焼機器等などの購入費用をいう。 

② 設置工事費とは、上記設備などの設置工事に係る費用（設計・運搬・搬入費

含む）をいう。 

③ 見積書の有効期限は、概ね 6 ヶ月程度としてください。 

 

 

６． 見積金額  単価、金額については、全て消費税を含まないものとし、見積の各項目が一式で５０ 

万円以上の場合であって、単価、数量によるものについては、それぞれについて見 

積項目の内訳を記載すること。また、値引きの際はどの項目に対して行うのか明確 

に示すこと。（一括値引きは認めません） 

 

 
以 上 

 

 
注意 １．原則３社以上の見積もりを取得し、最安値の業者を選定してください。 

     ２．申請の段階では見積書をもらうだけで発注はしないでください。 

     ３．振興センターから「交付決定通知書」を受け取ってから発注が可能となります。 

     ４．工事の完了時期は、事業完了（物品・工事代金の支払い完了）の期限に間に合うよう余裕をもって 

       計画してください。 


